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 tel.096-342-3209　fax.096-342-3239
　sangaku-renkei@jimu.kumamoto-u.ac.jp http://www.kumamoto-u.ac.jp/

【金沢大学】研究推進部産学連携課
 tel.076-264-5019　fax.076-234-4012
　titeki@adm.kanazawa-u.ac.jp　http://www.o-fsi.kanazawa-u.ac.jp/
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東京都千代田区五番町7K s五番町
JST東京本部別館ホール（東京・市ヶ谷）

●JR「市ヶ谷駅」より徒歩3分
●都営新宿線、東京メトロ南北線・有楽町線
「市ヶ谷駅」（2番口）より徒歩3分

東京本部別館
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発表者との個別面談受付中

国立六大学連携コンソーシアム

ライフサイエンス

主　催

後　援

JST東京本部別館ホール
（東京・市ヶ谷）

ライセンス・共同研究可能な技術（未公開特許を含む）を発明者自ら発表！

国立六大学連携コンソーシアム
千葉大学、新潟大学、金沢大学（幹事校）
岡山大学、長崎大学、熊本大学

独立行政法人科学技術振興機構
〔　  　　　　　　〕

独立行政法人中小企業基盤整備機構
全国イノベーション推進機関ネットワーク

★国立六大学連携コンソーシアムとは、六大学（千葉大学・新潟大学・金沢大学・岡山大学・長崎大学・熊本大学）が、
　グローバル人材の育成推進と学術研究の高度化を目的として、平成25年3月6日に設置した組織です。

10：00～16：20
2013年9月17日● 火

●火2013年9月17日

1 医療・福祉

2 医療・福祉

3 ライフサイエンス

5 細胞のリプログラミング

6 抗不安薬

8 医療・福祉

9 ライフサイエンス

治療の工程分類・評価と最適化を実現する手術工程解析システム

不可視化メガネを用いた歯面刷掃能の評価方法

関節軟骨特異的イメージングプローブ

皮膚細胞が乳酸菌を取り込むと多能性細胞になる

不安障害やうつ症状を示すCD157/BST1ノックアウトマウス

細胞間接着を促進する３次元培養用基材

10 手術用器具

腹腔鏡レンズの術中洗浄装置

近赤外蛍光赤血球を用いたマウス深部脳活動の経頭蓋イメージング

7 医療・福祉

3次元環境における細胞アッセイのためのハイドロゲル材料の提案

4 抗肥満薬

褐色脂肪細胞活性化による新規抗肥満薬

プログラム Meeting Schedule

昼休み12：20～13：10

休　憩14：45～14：50

主催者挨拶10：00～10：10

10：20～10：50

国立大学法人金沢大学 理事（研究・国際担当） 山崎 光悦

千葉大学 大学院工学研究科 人工システム科学専攻 准教授 中村 亮一

独立行政法人科学技術振興機構 理事 小原 満穂

10：50～11：20

新潟大学 大学院医歯学総合研究科 口腔生命科学専攻 口腔健康科学 教授 早崎 治明

11：20～11：50

岡山大学 大学院医歯薬学総合研究科（医） 生体制御科学専攻 准教授 大橋 俊孝

13：10～13：40

熊本大学 大学院生命科学研究部 神経分化学分野 准教授 太田 訓正

13：40～14：10

金沢大学 子どものこころの発達研究センター 脳細胞遺伝子学研究分野 特任教授 東田 陽博

JST事業紹介10：10～10：15 科学技術振興機構

全国イノベーション推進機関ネットワーク全国イノベーションネットのご紹介10：15～10：20

中小企業基盤整備機構中小企業基盤整備機構の事業紹介14：40～14：45

閉会挨拶16：20～

15：20～15：50

岡山大学 大学院自然科学研究科（工） 化学生命工学専攻 教授
助教

妹尾 昌治
笠井 智成

15：50～16：20

長崎大学 工学部 機械工学コース 技術専門職員 久田 英樹

国立大学法人熊本大学 理事（研究・社会連携担当） 原田 信志

14：10～14：40

千葉大学 大学院工学研究科 共生応用化学専攻 准教授 山田 真澄

11：50～12：20

金沢大学 医薬保健研究域薬学系 薬物学 准教授 檜井 栄一

14：50～15：20

新潟大学 脳研究所 システム脳生理学分野 教授 澁木 克栄
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http://chem.tf.chiba-u.jp/gacb01/index.html

3次元環境における細胞アッセイのためのハイドロゲル材料の提案7
医療・福祉

皮膚細胞が乳酸菌を取り込むと多能性細胞になる5
細胞の

リプログラミング

http://noupro.w3.kanazawa-u.ac.jp/index.html

http://www.bri.niigata-u.ac.jp/~physio/

不安障害やうつ症状を示すCD157/BST1ノックアウトマウス6
抗不安薬

近赤外蛍光赤血球を用いたマウス深部脳活動の経頭蓋イメージング8
医療・福祉

http://www.cyber.biotech.okayama-u.ac.jp/senolab/

腹腔鏡レンズの術中洗浄装置10
手術用器具

細胞間接着を促進する3次元培養用基材9
ライフサイエンス

関連情報 サンプルの提供可能

関連情報 展示品あり（腹腔鏡レンズ洗浄装置の試作品を示しながら説明する）

治療の工程分類・評価と最適化を実現する手術工程解析システム1
医療・福祉

http://lite.tms.chiba-u.jp/

不可視化メガネを用いた歯面刷掃能の評価方法2
医療・福祉

http://www.dent.niigata-u.ac.jp/pedo/pedo.html

関連情報 展示品あり（不可視化メガネと歯形の模型）

http://mbb-okayama.sakura.ne.jp/

関節軟骨特異的イメージングプローブ3
ライフサイエンス

関連情報 サンプルの提供可能（必要量によりますので、相談ください。）・外国出願特許あり

http://www.p.kanazawa-u.ac.jp/~yakubutu/

褐色脂肪細胞活性化による新規抗肥満薬4
抗肥満薬

関連情報 MTAにて提供可能・外国出願特許あり

関連情報 サンプルの提供可能

山田 真澄（千葉大学 大学院工学研究科 共生応用化学専攻 准教授）
Hydrogel materials for in vitro cell assay in 3D culture environments

Masumi YAMADA, Chiba University

14：10～14：40

生体内に近い環境における細胞の挙動観察や薬効評価を可能
とするハイドロゲル材料を開発した。ファイバー状のゲル材
料の内部に、複数種の細胞を正確に配置することで、簡便かつ
正確に細胞の挙動を評価することが可能となる。例として、癌
細胞及び正常細胞を高密度に包埋し、３次元的な環境におけ
る癌細胞の浸潤挙動に対する抗癌剤の影響を評価した。
従来技術・競合技術との比較
通常の平面培養やスフェロイド培養では不可能な、（1）3次
元的な環境下で、（2）複数種の細胞が存在し、（3）細胞の位
置が正確に制御され、（4）細胞の移動方向が一方向に制御さ
れる、系における細胞アッセイが可能となる。

新技術の特徴
● 異方的な微小ハイドロゲル材料の作製が可能となる
● 3 次元的環境における癌細胞の浸潤評価が可能となる
● 生体内環境に近い状態における薬効アッセイが可能となる
想定される用途
● 創薬スクリーニング
● 細胞を用いた薬剤代謝・毒性評価試験
● 生化学的研究

太田 訓正（熊本大学 大学院生命科学研究部 神経分化学分野 准教授）
Lactic acid bacteria convert human fibroblasts to multipotent cells

Kunimasa OHTA, Kumamoto University

13：10～13：40

私たちは乳酸菌をヒト皮膚細胞に感染させ、多能性細胞を
創り出すことに世界で初めて成功した。この技術を癌細胞
のリプログラミングに応用し、安全な抗がん剤製造の基盤
確立を目指す。
従来技術・競合技術との比較
ES細胞や iPS細胞には、倫理的問題や癌化の可能性が残っ
ているが、乳酸菌を用いて製造された多能性細胞は安全で
ある。

新技術の特徴
● 新規多能性幹細胞の提供
● 細胞のリプログラミング
● がん細胞の性質変換
想定される用途
● 新規多能性幹細胞の提供
● 細胞のリプログラミング剤
● 新規作用を持つ抗がん剤の開発

東田 陽博（金沢大学 子どものこころの発達研究センター 脳細胞遺伝子学研究分野 特任教授）
Emotion-related behaviors in CD157/BST1 kchockout mice

Haruhiro HIGASHIDA, Kanazawa University

13：40～14：10

CD157/BST-1はリューマチ等の免疫疾患、白血病や卵巣が
ん細胞の転移に関与し、パーキンソン病の危険因子である。
CD157/BST1ノックアウトマウスは、運動障害を示さず、扁桃
体の低形成を伴い、不安やうつ症状を呈する。この症状は、可逆
的に抗うつ薬で改善されるため、上記の病気の原因解明や新
薬のスクリーニングに適する新しいモデルマウスである。
従来技術・競合技術との比較
CD157/BST-1は免疫機構や白血病や卵巣腫瘍細胞の転
移に関係があるとされていたが、そのノックアウトマウス
による解析はほとんどないに等しい。本ノックアウトマウ
スによる中枢神経作用の障害は新発見である。

新技術の特徴
● リューマチやB細胞性のCD157依存的免疫疾患の解明と薬物開発
● カロリー制限やサイクリックADPリボース依存的腸幹
細胞性消化管疾患の解明と治療薬開発

● 白血病や卵巣腫瘍のCD157依存的転移機構の解明と転
移抑制剤の開発
想定される用途
● 抗不安やうつ薬のスクリーニング
● リュマチ等の免疫疾患やパーキンソン病の精神症状改善
薬のスクリーニング

● パーキンソン病の原因解明

澁木 克栄（新潟大学 脳研究所 システム脳生理学分野 教授）
Transcarnial optical imaging of neural activity in deep brain structures of mice

Katsuei SHIBUKI, Niigata University

14：50～15：20

マクロ共焦点光学系のピンホール径を拡大し、光検出能力を強化した。さ
らに近赤外蛍光色素で標識した赤血球をマウスに投与し、深部脳活動を活
動依存的な血流応答として経頭蓋的に可視化する技術の開発に成功した。
従来技術・競合技術との比較
従来、マウスの深部脳活動は、fMRI・PETなど大型で高額な機器で可視
化するしかなく、高磁場や放射線などを必要とした。本法は、安価な機器
で深部脳活動を可視化でき、制約条件が少なく、時間・空間分解能が良い。
新技術の特徴
● 脳活動を血流変化として観察するので、脳の血行動態について
も詳しく解析できる

● 複数のレーザーを搭載することにより、脳表面（大脳皮質など）
の神経活動をニューロンレベルで解析できる

● 蛍光色素で標識した赤血球は動物の体内で数十日残存するので、
同一個体の脳活動や脳血流を経頭蓋的に繰り返し計測できる
想定される用途
● モデル動物の深部脳活動に影響を与える薬物（例えば向精神薬）
の効果の解析や新薬のスクリーニング

● モデル動物における脳血流障害（脳出血、脳梗塞）の治療薬の解
析や新薬のスクリーニング

● モデル動物における脳病変（脳腫瘍、脳変性疾患など）の治療薬
の解析や新薬のスクリーニング

久田 英樹（長崎大学 工学部 機械工学コース 技術専門職員）
Perioperative cleaning devise of laparoscopy lens

Hideki HISATA, Nagasaki University

15：50～16：20

腹腔鏡下手術における腹腔鏡先端の観察用レンズは、術中
に血液や脂肪などにより汚れ、また曇りを生じることが頻
繁で、その洗浄・清浄化のために一時施術を中断せざるを得
ず、手術効率を著しく低下させている。そこで現在市販され
ている腹腔鏡に取り付けて、術中にレンズ窓面を洗浄する
ことを可能とする器具を考案した。
従来技術・競合技術との比較
胃カメラのような内視鏡（軟性鏡）では、鏡筒内部に洗浄ノ
ズルを内蔵させたものが市販されているが、腹腔鏡（硬性
鏡）では有効な市販品がない。

新技術の特徴
● 市販されている腹腔鏡（硬性鏡）に簡単に着脱できる構造
● レンズ窓面の効率的洗浄（洗浄液（生理食塩水）＋乾燥空気
のダブル洗浄）

● 最少部材による低コスト化（ディスポーザル使用対応）
想定される用途
● 腹腔鏡レンズの術中洗浄

妹尾 昌治（岡山大学 大学院自然科学研究科（工） 化学生命工学専攻 教授）、笠井 智成（同助教）
A novel 3D cell culture system

Masaharu SENO, Okayama University　Tomonari KASAI, Okayama University

15：20～15：50

微生物が生産したチューブ状で非晶質、多孔質の酸化鉄を
培地に添加することにより、巨大な細胞塊が形成される。2
次元培養では生産が困難な希少タンパク質やペプチド、活
性型タンパク質の分泌促進が期待できる。
従来技術・競合技術との比較
薬剤などの処理濃度の調節、細胞分泌物の回収が容易とな
り、細胞間接着を促進して巨大な細胞塊を形成することが
可能である。本技術は細胞塊内部に担体を取り込ませて培
地成分を送達する全く新しいコンセプトを提案する。

新技術の特徴
● 細胞分泌物の回収が容易
● 既存の培養設備での３次元培養が可能
● 薬剤スクリーニングに応用可能
想定される用途
● 希少タンパク質やペプチドの生産
● 細胞生物学研究用試薬
● ドラッグデリバリーシステム

中村 亮一　（千葉大学 大学院工学研究科 人工システム科学専攻 准教授）
Surgical Workflow Analysis System for Quantitative Evaluation and Optimization of Surgical Procedure

Ryoichi NAKAMURA, Chiba University

10：20～10：50

外科手術の作業内容を生産工学的手法及び術具移動情報を用いた作業内容分
析法を通じ分析することにより、術式の特徴・個別症例/術者の差違や変化を
定量的に明らかにし、手術の最適化や教育訓練効果の向上を支援する技術。
従来技術・競合技術との比較
これまで定性的な評価が中心であった外科における作業・技量評価に定量性
を持たせた。また手術ビデオ等を用いた方法と異なりナビゲーション情報を用
いた本手法は必要最低限の情報を完全匿名化して利用することが可能である。

新技術の特徴
● 作業内容を直接的に定量評価
● 作業者の技量や作業内容の難易度の定量化
● 作業環境に影響を与えない計測環境の提供
想定される用途
● 病院(手術部)管理におけるスケジュール・人員管理の最適化、リスクマネージメント
● 新規医療機器の効用・安全性の定量評価
● 手術の教育訓練

早崎 治明（新潟大学 大学院医歯学総合研究科 口腔生命科学専攻 口腔健康科学 教授）
Method to evaluate plaque removal efficiency by using invisible eyeglass

Haruaki HAYASAKI, Niigata University

10：50～11：20

歯列模型の表面に色素を着色させる。その色素を不可視化するメ
ガネを使用して歯列模型を刷掃することにより、刷掃者（介助者）
がどの程度歯ブラシの毛先を歯面に到達できるかを評価可能と
なった。また、この刷掃は歯ブラシに依存することから歯ブラシ
の評価も可能である。
従来技術・競合技術との比較
比較できる技術はない。

新技術の特徴
● 歯ブラシの刷掃能をヒトによって客観的に評価できる
● 刷掃者（介助者）や歯科教育に用いることができる
● 不可視化するメガネはヒトの動作やその動作の目的の評価に有用な場合がある
想定される用途
● 不可視化することでヒトと道具の能力または効果を客観的に評価できる
● 指導と評価を繰り返し行うことにより指導方法や効果が評価できる

大橋 俊孝（岡山大学 大学院医歯薬学総合研究科（医） 生体制御科学専攻 准教授）
Cartilage-specific bio-imaging probes in the diagnostic use for osteoarthritsis

Toshitaka OOHASHI, Okayama University

11：20～11：50

関節軟骨画像化用のペプチドプローブを紹介する。中小動物の関節
軟骨病変の進行を鮮明に評価出来れば、変形性関節症やリウマチな
どの関節疾患を対象とする新規治療薬開発への貢献が期待できる。
従来技術・競合技術との比較
従来、変形性膝関節症の画像診断にはX線撮影が使用されてきた
が、関節軟骨組織は造影できないため、関節間の隙間が減少するこ
となどが指標とされてきた。本技術は軟骨組織の可視化を可能にす
る画像診断用プローブである。

新技術の特徴
● 軟骨基質（プロテオグリカン）の定量評価
● 様々な検出モダリティー（蛍光、X線、MR)に対応可能
● 薬物送達
想定される用途
● 変形性膝関節症動物モデルの治療効果評価
● リウマチ性関節症動物モデルの治療効果評価
● 骨折治癒動物モデルの治療効果評価

檜井 栄一（金沢大学 医薬保健研究域薬学系 薬物学 准教授）
New anti-obesity drug acting on brown adipocytes

Eiichi HINOI, Kanazawa University

11：50～12：20

肥満は万病の元である。すなわち、体にたまる脂肪を減らすこと
が健康・長寿につながる。褐色脂肪組織には脂肪を燃やす働きが
ある。近年、ヒト成人における褐色脂肪細胞の重要性が相次いで
報告されている。今回私達は、褐色脂肪細胞を活性化する新規因
子を同定し、その抗肥満効果を確認した。
従来技術・競合技術との比較
アドレナリン受容体作用薬を含め、抗肥満治療薬の開発が試みら
れてきた。しかし、他の臓器に対する副作用等により、現時点で

はまだヒトでは成功していない。今回私達が同定した因子は、動
物実験において、他の臓器での副作用がほとんどみられないこと
から、特異性の高い有用な抗肥満薬となる可能性がある。
新技術の特徴
● 抗変形性関節症　● 抗骨粗鬆症
想定される用途
● 抗肥満　● 抗糖尿病　● 抗動脈硬化
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